
別紙 
 

 

１ 活動名 中核市（長野県、上越市） 

 

２ 調査の目的 

(1) 本市における課題 

中核市移行の検討が進む中、財政的課題や保健所の設置方法など 

 (2) 調査の必要性 

 中核市移行の検討が進む中、財政的課題や保健所の設置方法など 

  (3) 調査項目 

 中核市移行についての県の考え方と移行を見送った経緯について 

３ 調査地選定理由 

(1) 長野県 

 中核市移行において長野県の考え方、特に保健所の設置方法について 

 

(2) 上越市   

 中核市移行を検討、移行を見送った経緯について 

 

４ 調査結果 

(1)  実施日  ２０１７年１０月２３日 

  (2)  出席者  ６名 青木豊子、芝山稔、上條温、青木崇、今井ゆうすけ 

           川久保文良 

  (3)  長野県（2017年 10月 23日） 

 保健所設置方法については、単独、受託、共同の三つの方法がある。松本保健福祉

事務所の管轄人口では保健所設置方法は単独のみの設置であることが分かった 

 

(4)  上越市（2017年 10月 23日） 

 中核市移行による財政的試算を行った結果、毎年約５億円程度の歳出増となること

などで中核市移行を見送った 

 

 (5) 成果・所感等 

 中核市移行によっての効果と課題が整理できた。中核市移行により財政的な負担が

増加する可能性があり、しっかりとした試算が必要。それに伴って保健所の単独設置

により職員の大幅な増員が必要となる 

 

 

 

 

５ 政務活動費 

(1)  使途項目        調査旅費  

  (2)  支出額   47,050 円(日当 3,000円、宿泊費 0円、交通費 6,410円 )×５人 

―以 上― 

※今井議員は政務活動費不使用 


